
京都市基本計画審議会第３回うるおい部会関係・要望資料一覧（追加分） 
 
 

環境関係 

○ 第２回うるおい部会の議論に出た植栽関連の資料 

    街路樹の剪定について（１Ｐ） 

 

○ 「歩くまち・京都」総合交通戦略策定審議会の議論（概要） 

    「歩くまち・京都」憲章の制定及び「歩くまち」総合交通戦略の 

策定について （４Ｐ） 

 



 

あ 



【街路樹の剪定について】 

 

１ 概要 

本市の街路樹（高木）約 48,000 本のうち，剪定を必要とするものは約 40,000 本

である。 

   そのうち，市内中心部の街路樹については，約 20 年前から街路樹の剪定を概ね隔

年（約半分づつを一年おきに交互）で実施している。 

樹種別の概要は，以下のとおりである。 

 

○ イチョウとトウカエデ 
合わせて約 27,000 本あり，定期的に剪定を実施しているが，路線・区間を定め

て約半分づつを交互に剪定している状況である。 

○ サクラとケヤキ 
合わせて約 8,000 本あり，基本的に定期的な剪定は実施していない。 

○ スズカケノキ 
約 4,000 本あり，紅葉しないこと，特有の害虫被害（プラタナスグンバイ）が多

発していることから毎年剪定している。 

このため，樹種の転換（植替え）を進めているが，烏丸通や西大路通など主な幹

線道路にイチョウ・トウカエデに混じって，まだまだ多く残っている。 

○ その他の樹種 
必要に応じて適宜，剪定している。 

 

２ 紅葉街路樹の取組について 
  「紅葉街路樹」の実現に向け，数量が最も多く紅葉が美しいイチョウとトウカエデ

について，試行的な二段階剪定の取組を以下のとおり実施している。 

 

○ これまで 

  高木の剪定については，落葉後に実施することが望ましいが，落ち葉に関する沿

道住民からの早期剪定要望，歳末商戦との兼ね合い，年末の交通規制等の関係から，

毎年，概ね 11 月末から 12 月中旬までに剪定を完了していた。 

  

○ 今年度 

通常の剪定を実施する約 130 ㎞の中から，主要な観光地が多い地域約 19 ㎞（概ね

鴨川以西）について，紅葉と落ち葉清掃の負担軽減の両立を図る二段階剪定に取り

組んでいる。 

対象地域については，秋の本格的な剪定の時期を 12 月まで遅らせている。 

  

※ 路線等の詳細については，２Ｐの『「紅葉街路樹」で京のまちなみ景観づくり』を参照  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【二段階剪定】 
  街路樹の紅葉景観によって京都の秋を演出するため，例年は，基本剪定（樹木の骨格形成を目

的とした本格的な剪定）１回での管理方法を取っている。 
今般，紅葉街路樹の実現に向け，主要な観光地周辺の道路において，夏期剪定（秋口までに枝

葉を約半分に落とす。）と基本剪定の二段階剪定を実施している。 
この取組により，対象路線においては基本剪定の時期を約 1 箇月程度遅らせている。 

【剪定時期】 
約 20 年前から交互（隔年）での早期剪定（イチョウ・トウカエデは 11 月～12 月）が沿道市

民に定着しているが，対象地域については，二段階剪定（秋口と 12 月）に取り組むことで，本
格的な剪定を 12月中旬以降に遅らせている。 
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                          平 成 2 2 年 １ 月 2 1 日 
都 市 計 画 局 

担当：歩くまち京都推進室 

電話：２２２－３４８３  
 
 

   「歩くまち・京都」憲章の制定 及び 

              「歩くまち・京都」総合交通戦略の策定 について 

 
 

京都市では，「人が主役の魅力あるまちづくり」を推進するため，健康，環境，観光

などの幅広い観点から，人と公共交通優先の「歩いて楽しいまち」の実現を目指して

います。 

平成 20 年 7 月 11 日には，「歩くまち・京都」総合交通戦略策定審議会を設置し，

市長から審議会に対して，交通政策マスタープラン「歩くまち・京都」総合交通戦略

の策定について諮問しました。 

その後，戦略の策定に向け，審議会及び検討部会が 23 回開催され，市民アンケート，   

来場者参加型のシンポジウム，中間とりまとめに対するパブリックコメントなどで 

いただいた御意見を踏まえた議論を経て，平成 21 年 12 月 24 日に，審議会から答申が

提出されました。 

この度，審議会の答申に基づき，日本で初めて，歩くことを中心としたまちと   

暮らしに転換するための行動規範となる「歩くまち・京都」憲章を制定するとともに，

交通まちづくりのマスタープランとして「歩くまち・京都」総合交通戦略を策定   

しましたので，お知らせします。 
 

１ 「歩くまち・京都」憲章  

  歩くことを中心としたまちと暮らしに転換するための行動規範となる憲章 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）制定日 

平成２２年１月２３日 

平成２１年１月２３日は，本市が「環境モデル都市」に選定された日であり，  

１月２３日を，「いち，にい，さん」と「歩くまち・京都」の第一歩を歩み出す日

として制定します。 

 

（２）普及啓発 

この「歩くまち・京都」憲章を，地域の各種団体との連携による普及啓発や，   

市民参加型のシンポジウムの開催，更には，学校教育の場における環境教育や  

総合学習での副読本の活用など，あらゆる機会を捉えた積極的な周知活動を行い

ます。 

 悠久の歴史の中で培われた世界に誇る京都の伝統，文化を守り，育んで

いくために，「人が主役の魅力あるまちづくり」を推進することを京都市民の

皆様，京都を訪れる観光客の皆様などの京都に関わる全ての人の共通認識とし

て，後世に引き継がれていくことの重要性について，「歩くまち・京都」総合

交通戦略策定審議会や検討部会，市民アンケート，シンポジウム，パブリック

コメントなどの機会を通じて市民の皆様と共に議論を重ねることにより作成

されました。 

（広報資料） 

～京都のまちが変わります～ 

日本で
初めて
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２ 「歩くまち・京都」総合交通戦略 

（１）基本理念 

   自動車抑制等を通じて，「歩く」ことを中心としたまちと暮らしに転換 

   ・ 自動車利用の制限を含めた様々な抑制策等を通じて，クルマを重視したま

ちと暮らしを，「歩く」ことを中心としたまちと暮らしに転換する。 

   ・ 京都議定書誕生の地であり，環境モデル都市でもある京都が日本を代表  

する「国際文化観光都市」であると同時に，まちの賑わいを生み出す都市で

あり続けることを目指す。 

 

（２）目標 

   世界の同規模の大都市の中で最高水準の非自動車分担率８０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   目指すべき交通まちづくりを示した「歩くまち・京都」の未来イメージ 

   ・ 市内を走行するクルマの利用が抑制され，鉄道，バスのスムーズな乗継ぎ

と利便性の向上により，公共交通の利用者が増加。更にＬＲＴやＢＲＴなど

新たな公共交通がスムーズに走行する。 

   ・ 道路では，歩道拡幅や緑化が進み，休憩スペースやベンチなどでくつろぐ

人たちや，まちを行き交う市民，観光客，来訪者の歩く人たちの活気が満ち

溢れる。 

 

（３）３つの柱と相乗効果 

   それぞれの取組が相乗効果を創出するよう，互いに密接に連携させながら推進 

   ・柱１ 「既存公共交通」の取組 

      既存の公共交通を再編強化し，使いやすさを世界トップレベルにする 

   ・柱２ 「まちづくり」の取組 

      歩く魅力を最大限に味わえるよう歩行者優先のまちをつくる 

   ・柱３ 「ライフスタイル」の取組 

      歩いて楽しい暮らしを大切にするライフスタイルに転換する 

 

 

 

・ 持続可能な脱「クルマ中心」社会のモデル都市の形成を目指して，世界

トップレベルの使いやすい公共交通を構築し，歩く魅力に溢れるまちを

つくり，また一人ひとりが歩く暮らし（ライフスタイル）を大切にすること

によって「歩くまち・京都」を実現する。 

【数値目標】 

非自動車（徒歩・公共交通・自転車）分担率：現在約 72％→80％超 

自動車分担率：現在約 28％→20％以下
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（４）３つの柱に基づく実施プロジェクト 

   戦略を進めるための象徴的な６つの「シンボルプロジェクト」 

   ①京都駅南口駅前広場整備 

     京都市内最大のターミナルである京都駅の南口駅前広場を，「使いやすさ」

「やさしさ」「美しさ」「おもてなし」「賑わい」を実感できる駅前広場として

リニューアルする。 

   ②パークアンドライドの通年実施 

     近隣自治体や市周辺部の民間駐車場事業者等との更なる連携のもと，  

パークアンドライド駐車場の設置個所の拡大・通年化を図るとともに，効果

的な情報提供を実施する。 

   ③東大路通の自動車抑制と歩道拡幅 

     東大路通において，自動車交通の抑制を図るとともに，無電柱化やユニ  

バーサルデザインの推進に併せて，道路空間の再配分を行うことにより，  

安心・安全で快適な歩行空間を創出する。 

   ④四条通のトランジットモール化 

     市内最大の繁華街である四条通での歩道拡幅による快適な歩行空間の確保

とマイカーから公共交通への転換を図るための公共交通優先の取組を内容と

するトランジットモール化を推進する。 

   ⑤らくなん進都（高度集積地区）における新しいバスシステムの導入 

     京都駅と高度集積地区等を高頻度で結ぶバスを運行することで，高度集積

地区の交通アクセスを改善する。 

   ⑥「京都スローライフ・ウィーク」の実施 

     ライフスタイルの転換に向け，効果的な京都らしい取組や，京都の伝統的

な祭りや行事，イベントと連携して一定期間クルマを使わない地区を創出 

する。 

 

「既存公共交通」の取組

「ライフスタイル」の取組

「まちづくり」の取組

まちの賑わいを

生み出す公共交通

まちの主役を

クルマから人へ

「歩くまち・京都」の実現
快適，便利な

公共交通

3つの柱の相乗効果

既存の公共交通を再編強化し，
使いやすさを世界トップレベルに

歩く魅力を最大限に味わえる
よう歩行者優先のまち

歩いて楽しい暮らしを大切にする
ライフスタイルに転換
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   既に新たな取組を行っている３つの「先行実施プロジェクト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   市民・観光客の皆様との共汗による「『スローライフ京都』大作戦」 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）継続的な推進のための体制整備 （別紙）  

   戦略の総合マネジメント体制 

   ・「歩くまち・京都」推進本部（仮称） 

     副市長を本部長とした全局，区の局長級で構成する全庁体制を整備し，  

戦略の総合的な推進，点検を行うとともに，効率的な推進体制の検討や交通

まちづくりに関する総合的な調整を進める。 

   ・「歩くまち・京都」推進会議（仮称） 

     戦略の確実な推進を図るために学識経験者や有識者を中心とした戦略  

推進支援組織を設置し，戦略に掲げた実施プロジェクトの進捗を総合的に 

点検し，戦略のフォローアップや社会経済情勢の変化も踏まえた充実や  

見直しを継続的に行う。 
 
   実施プロジェクトを具体的に推進するマネジメント体制 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・庁内プロジェクト体制 

「歩くまち・京都」推進本部のもと，庁内横断的に推進すべき実施プロ

ジェクトについて，関係部局で構成した特定のプロジェクトチームを設置し

て，効率的な施策推進を図る。 

・「既存公共交通」の取組のマネジメント体制 

「既存公共交通」の取組に関し，市内で運行する鉄道，バスの交通事業者

を中心とした交通事業者の連携のもと，公共交通ネットワーク推進会議

（仮称）を設置して，関連施策の推進，進捗状況の点検や見直しを行う。 

・「まちづくり」の取組のマネジメント体制 

「まちづくり」の取組に関し，既にある市民の皆様，事業者，行政が融合

した体制による施策推進を図るとともに，未来の公共交通検討会議（仮称）

を設置して，未来の交通まちづくりについて，検討を進める。 

・「ライフスタイル」の取組のマネジメント体制 

「ライフスタイル」の取組に関し，「スローライフ京都」推進会議（仮称）

を設置して，関連施策の推進，進捗状況の点検や見直しを行う。

①洛西地域におけるバス利便性向上 

洛西地域を運行する４つのバス事業者で統一的にダイヤを調整し，分かり

やすいダイヤ案内表示や屋根・ベンチ付きのバス停を整備する。 

②京都市内共通乗車券「京都カード（仮称）」の創設 

市内を運行するバス・鉄道事業者が連携し，地区内の公共交通が利用

できる「京都カード（仮称）」を創設する。 

③公共交通不便地域の対応策に関する検討 

モデル地域を選定して，アンケート調査や社会実験を実施し，生活交通の

維持に向けた仕組みづくりなど，公共交通不便地域のあり方を検討する。 

・ 交通行動を考える場や対象を４つに区分した，交通行動スタイルの見直し

を促すコミュニケーション施策（モビリティ・マネジメント※施策）を，

「『スローライフ京都』大作戦」という名称を掲げ，市民の皆様と一体と

なって過度な自動車利用を抑制する取組を推進する。 

 ※ モビリティ・マネジメント 
かしこいクルマの使い方を考えて実践していただくため，例えば，交通手段の出す CO2 排出量の

比較などを盛り込んだ啓発冊子や，公共交通利用促進マップ，交通行動に関するアンケートなどを

活用し，回答者の自発的な交通行動の変化を促すこと 
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＜参考＞ 審議会及び検討部会の構成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜参考＞ 主な審議経過 

平成 20 年 7 月 11 日   第１回審議会 

・諮問 

・「歩いて楽しいまち」の実現について 審議 

平成 20 年 10 月 30 日  第２回審議会 

                ・京都のまちづくりの基本原則等について 審議 

                ・各検討部会の検討状況について 審議 

平成 20 年 11 月     「歩くまち・京都」市民アンケート・・・ 

平成 21 年 1 月 27 日   第３回審議会 

                ・各検討部会における検討項目の考え方（骨子案）について 審議 

平成 21 年 2 月 28 日  「歩くまち・京都」総合交通戦略シンポジウム・・・ 

・審議会における検討状況の報告 

・京都発 みんなで創る歩行者優先憲章 

平成 21 年 5 月 28 日   第４回審議会 

・歩行者優先憲章（仮称）草稿案について 審議 

・中間とりまとめ（案）について 審議 

平成 21 年 6 月～7 月  憲章及び戦略中間とりまとめに対する市民意見募集・・・ 

平成 21 年 9 月 9 日   第５回審議会 

・歩行者優先憲章(仮称）草稿案及び中間とりまとめへの意見募集結果について 

・歩行者優先憲章(仮称)草稿案について 審議 

平成 21 年 12 月 16 日  第６回審議会 

・「歩くまち・京都」憲章（案）について 審議 

・「歩くまち・京都」総合交通戦略答申（案）について 審議 

平成 21 年 12 月 24 日  審議会から答申を受理 

・「歩くまち・京都」憲章 

・「歩くまち・京都」総合交通戦略 

「歩くまち・京都」総合交通戦略策定審議会

学識経験者 ：交通まちづくり，環境，福祉など
経済界，有識者等 ：京都商工会議所，

有識者（教育，文化，医療，情報，マスコミなど）
交通事業者 ：ＪＲ西日本，阪急電鉄，京阪電気鉄道，京都市交通局
国土交通省 ：近畿地方整備局建政部長，近畿運輸局企画観光部長
京都府 ：京都府総務部長，京都府警本部交通部長
京都市 ：副市長

委員の構成

審議会委員は，健康，環
境，公共交通，子育て・教
育，コミュニティ，景観，観
光，経済などの観点から，
幅広い分野の方々で構成

設置目的 ： 「人が主役の魅力あるまちづくり」を強力に推進するため，
公共交通優先の「歩いて楽しいまち」の実現を目指した「『歩くまち・京都』総合交通戦略」を策定

京都の持つ文化力・人間力を結集，融合することにより，「京都力」を最大限に生かした議論を行う

●大胆なマイカー抑制を市民ぐる

みで進めるためのライフスタイル
のあり方の検討など

公共交通優先のライフスタイル
検討部会

未来の公共交通まちづくり
検討部会

●環境に優しく利便性の高い未来
の交通システムの検討など

公共交通ネットワーク
検討部会

●利用者の視点に立った公共交通
のネットワーク化の検討など

【開催状況】

第 1回 平成 20年 7月 11日 

第 2回 平成 20年 10月 30日

第 3回 平成 21年 1月 27日 

第 4回 平成 21年 5月 28日 

第 5回 平成 21年 9月 9日 

第 6回 平成 21年 12月 16日

【開催状況】 
第 1回 平成 20年 8月 28日 
第 2回 平成 20年 11 月 10日
第 3回 平成 20年 12 月 18日
第 4回 平成 21年 2月 25日 
第 5回 平成 21年 4月 28日 

【開催状況】 
第 1回 平成 20年 8月 4日 
第 2回 平成 20年 8月 20日 
第 3回 平成 20年 10 月 21日 
第 4回 平成 20年 11 月 26日 
第 5回 平成 21年 1月 20日 
第 6回 平成 21年 3月 13日 
第 7回 平成 21年 5月 22日 

【開催状況】 
第 1回 平成 20年 8月 7日 
第 2回 平成 20年 10月 23日
第 3回 平成 20年 12月 12日
第 4回 平成 21年 1月 13日 
第 5回 平成 21年 5月 18日 

2,131 件の御意見

来場者参加型のシンポジウム

14,700 人を対象に実施

「歩くまち・京都」総合交通戦略の策定について

審議 
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「歩くまち・京都」総合交通戦略の推進体制 概念図 

【事業者】 【京都市】 

洛西地域公共交通利便性向上

ワーキンググループ 

京都カード 

ワーキンググループ

公共交通不便地域のあり方 

検討ワーキンググループ 

歩行空間の創出プロジェクト（仮称） 

・四条通のトランジットモール化 
・東大路通の自動車抑制と歩道拡幅 
・京都駅南口駅前広場整備  

交通政策会議 

京都都市圏パークアンドライド連絡協議会 

歩いて楽しいまちなか戦略推進協議会 

らくなん進都整備推進協議会 

未来の公共交通検討会議（仮称） 

観光地交通対策研究会 

・市内を運行するバス・鉄道の

交通事業者を中心とした，

連携体制による公共交通

ネットワークの構築 

【市民の皆様】
「スローライフ京都」推進会議 

（仮称） 

・「家庭」「学校」「職場」「観光客」の 

交通行動スタイルの見直し 
・総合交通戦略のサポート体制 

「歩くまち・京都」推進会議（仮称）

・戦略に掲げた実施プロジェクトの

総合的な点検 
・社会情勢の変化を踏まえ必要に応

じた戦略の充実や見直しの提言 

公共交通ネットワーク 

推進会議（仮称） 

・ パークアンドライドの駐車場の設置個所の

拡大・通年化や効果的な情報提供による自動

車流入抑制策の推進 

・ 四条通での歩道拡幅による快適な歩行空間

の確保とマイカーから公共交通への転換を

図るための公共交通優先と自動車の利用 

制限などを取組の内容とするトランジット 

モール化を推進 

・ らくなん進都への企業等の進出促進及び

新たなバスシステムの導入など油小路通

沿道地区の高度利用に向けた取組の推進 

・ 新しい公共交通（ＬＲＴ，ＢＲＴ）の導入に

向けた検討や，自動車利用の抑制策，道路の

機能分担，道路空間再配分に関する検討 

・ 嵐山地区や東山地区における交通の円滑化

と安全快適な歩行空間を創出 

観光案内標識アップグレードプロジェクト 

バス走行環境の改善プロジェクト（仮称） 

京都市自転車等駐車対策協議会 

・ 放置自転車対策や自転車利用環境の整備， 

自転車の適正利用の促進 

「歩くまち・京都」推進本部 

（仮称） 

・交通政策監をトップとした関係部局の 

連携強化や調整を行う推進本部幹事会 

京都市駐車場整備連絡協議会 

・ 公的施設や大型商業施設の駐車場も含め，

京都にふさわしい駐車場施策を構築 

・副市長をトップとした全庁横

断的な体制による，関係部局

の連携強化や総合調整 

別紙 
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